
 
２０２０年度東京大学工学部学士入学選考要項 

 

１．出願資格 

    東京大学の学部卒業者又は卒業見込みの者 

 

２．受入予定学科及び受入人数  

 

３．出願手続 

（１）出 願 期 間 

   ２０１９年９月２日（月）から９月４日（水）（ただし，９月４日（水）までの

消印があり，かつ９月６日（金）までに到着したものまで有効） 

願書を提出する前に必ず志望学科で説明を受けること。 

なお、出願は単一の学科に限り、複数学科への出願は認めない。 

 

（２）出 願 方 法 

   下記(４)の検定料を納入し，(３)の提出書類等を角型２号封筒に封入し，書留

郵便で下記あてに送付すること。※封筒の余白には朱書きで「学士入学出願書類

在中」と記入すること。 

    〒１１３－８６５６ 東京都文京区本郷 ７－３－１ 

            東京大学工学部学務課学部チーム 

            電話 ０３（５８４１）６０３６（ダイヤルイン） 

 

（３）提出書類等 

（ア） 学士入学願書（「振込金受付証明書（Ｃ票）」を貼付のこと） 

（イ） 入学志望理由 

（ウ） 卒業（見込）証明書（本学部出身者は不要） 

（エ） 成績証明書（専門科目）（本学部出身者は不要） 

（オ） 写真（願書に貼ること）（最近３か月以内、正面、上半身、脱帽のもの） 

（カ） 合否通知用封筒（長三形の封筒に送付先を明記し８２円切手を貼ること） 

 

（４）検定料納付方法 

所定の検定料振込依頼書に必要事項を記入のうえ、検定料３０，０００円を最

寄りの金融機関（ゆうちょ銀行・郵便局不可）から振込むこと。（ＡＴＭ、イ
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ンターネット等は利用しないこと。） 

振込みの際、「振込金受領書（Ｂ票）」及び「振込金受付証明書（Ｃ票）」を

受け取り、「振込金受付証明書（Ｃ票）」を入学願書の所定欄に貼り付けること。

「振込金受領書（Ｂ票）」は領収書なので保管すること。 

 

   （風水害等の災害により被災した入学志願者の検定料の免除について） 

    本学では、地震や台風など風水害等の災害により被災された方の経済的負担

を軽減し、受験者の進学機会の確保を図るため、検定料を免除する措置を講じ

る。検定料の免除を希望する者は、出願前に東京大学 Web サイト

(https://www.u-tokyo.ac.jp/stu04/kenteiryomenjo.html)を参照の上、本学部

学務課（３の（２）参照）まで連絡すること。申請のあったものについて、審

査の結果、対象と判断した場合、納付すべき検定料を免除する。 

 

４．選考方法 

（１）選考期間は、２０１９年９月９日（月）～ ９月２６日（木）。 

 （２）選考は、志望学科ごとに実施されるので、詳細は選考期間前に各志望学科事務

室に問い合わせること。 

 

５．合格者発表 

合否については、２０１９年１０月４日（金）頃、 郵送にて本人に通知する。 

（電話等による合否の問い合わせには応じない。） 

 

６．修業年限 

入学を許可された者の修業年限は２年とする。ただし、既得科目の認定単位数

によっては、修業年限を１年とすることがある。 

 

７．注意事項 

 （１）出願手続後はどのような事情があっても、書類の変更および検定料の払い戻し 

は行わない。 

（２）入学時に必要な経費（２０２０年度予定額） 

      入学料２８２，０００円 

      授業料２６７，９００円 （年額５３５,８００円）（予定額） 

   （注）上記納付金額は、予定額であり、入学時又は在学中に学生納付金改定が行われた場合には、 

改定時から新たな納付金額が適用される。 

 （３）出願に当たって知り得た氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選 

抜（出願処理、選抜実施）、②合格通知、③入学手続業務を行うために利用する。 

 また、同個人情報は、入学者のみ①教務関係、②学生支援関係、③図書館の利

用、④授業料徴収に関する業務を行うために利用する。 

 
２０１９年 ７ 月 

 東京大学工学部 


